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 地球温暖化などの環境問題を国の枠を超えて協力していく必要な状況のなかで，1980(昭
和 55)年に国際自然保護連合など３機関が地球環境問題の解決に向けて，「持続可能な開
発」を提唱した。これが環境教育のキーワードとなり,世界中で通用する概念となり，日本
の社会科教育にも影響を与えた。未来志向の教育が提示され,それが ESD(持続可能な開発
のための教育)である。また，持続可能な開発の理念の下に環境と開発の両立を目指した地
球環境開発会議が 1992（平成 4）年にリオデジャネイロ(ブラジル)で開催された。その会
議の結果，二酸化炭素を抑える「気候変動枠組み条約」の署名などが実施された。また,
教育の面でも ESD に対する取り組みが実施されており,2008～09(平成 20～21)年に告示さ
れた学習指導要領では，ESD を配慮した記述になり，「持続可能な社会づくり」と記載され，
各教科での実施が促されている。また，次期学習指導要領では，前文で，「持続可能な社会
の創り手」の育成が記されている。 
 編者である井田氏によれば，ESD の目標は，現象の背景と理解,体系的な思考の形成,批
判力を重視した思考力の育成,データや情報を分析する能力の育成,コミュニケーション能
力,「持続可能な社会」のための価値観を養うことがあげられる。また，内容は，環境保全，
エネルギー削減，人口変動などの世界が直面している課題があげられる。方法はパネルデ
ィスカッションなどの参加型学習である。これらをもとに最終的には他教科とも関連しな
がら，未来社会の予想や社会参画についての授業が展開できると考えられる。そのために
は，教科書に記載されていることを教授して終了ではなく,どのような授業に行うか計画
（PLAN）を立て,授業を行い(DO),授業の内容や上手くいっているかどうかを確認・評価
(CHECK)し,改善案の提出(ACTION)を行う PDCA サイクルなど授業の評価や改善案を考える
ことができる方法で実施する必要があると思う。私が所属する研究会でも PDCA サイクルで
加古川流域の授業プランを作成している。 
  社会科と ESD の論考と実践は，地理的分野以外は，きっちりとまとめられていない。そ
のため，井田氏は歴史的分野,公民的分野を含めた社会科で，ESD に関するプロジェクトを
立ち上げた。そのプロジェクトの成果をまとめたものが本書である。 
  本書は,ESD の発展に貢献できることを目的とし,地理,歴史,公民,教科教育の研究者が
それぞれの観点から論じた論稿である。執筆者はプロジェクトのメンバーだけでなく 2014
（平成 26）年の「アジアにおける ESD と地理教育」，2015(平成 27)年の「欧米における ESD
と地理教育」で招待した地理教育学者が寄稿したものも含まれる。 
本書の構成は以下の通りである。 
  
序章 ESD の系譜…井田仁康  
 
第Ⅰ編 教科教育における ESD 
第１章 教科教育としての ESD 授業開発の手法…志村喬 
第２章 高等学校「地理総合」における防災教育の一事例…吉水裕也 
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第３章 広島県における ESD 実践の展開と特質…永田忠道 
第４章 身近な地域の調査を通した地理教育における ESD の可能性…金玹辰 
第５章 ESD としての「世界記憶遺産」…國分麻里 
第６章 過去を通して未来を構想する社会科歴史学習の課題と可能性…熊田禎介 
第７章 ドイツ歴史学習にみる ESD としての近代社会像の探究…佐藤公 
第８章 法教育における公正に対するものの見方や考え方の構成…磯山恭子 
第９章 グローバル・ガヴァナンス論の現在…小野智一 
第 10 章 社会科における持続可能な社会づくりに向けた社会認識の形成…坪田益美 
第 11 章 公民教育と ESD…唐木清志 
第 12 章 ESD の態度目標と授業づくりの視点…竹内裕一 
 
第Ⅱ編 海外における ESD 
第 13 章 ポルトガルにおける ESD の展開と地理教育…池俊介 
第 14 章 Teaching Geography in England “in this day and age”…ClareBrooks(訳: 
志村喬) 
第 15 章 Geography and Sustainability Education in Finnish Schools…Sirpa Tani(訳:
山本隆太) 
第 16 章 Geography Education for Sustainable Development…Michael Solem and Susan 
Heffron(訳:永田成文) 
第 17 章 ESD in Geography in Singapore…Geok Chin lvy Tan(訳:山本隆太) 
第 18 章 IGU 地理教育国際憲章 2016(全訳)…IGU(訳:大西宏治) 
 
終章 ESD の展望…井田仁康 
 
 本書は大きく４つに分けることができる。１つ目は,ESD の系譜である。序章では「ESD
の系譜」として,前半は ESD が誕生した経緯や ESD の目標など ESD についての説明がなされ
ている。後半は本書を書いた経緯について書かれている。ESD は学習指導要領に記されて
いるが，ESD の意味や定義を理解している人は少ない。この章では経緯の他に，意味や状
況についても説明されていて，ESD を理解してない人にも理解しやすい。 
２つ目は,日本の社会科教育における ESD についてである。１～12 章を「教科教育にお
ける ESD」として志村喬氏などの 12 人の研究者が ESD について論じている。第１章は,ESD
と教科教育の関係性を理論的に整理したうえで,教科教育としての ESD 授業実践のあり方
を究明している。第２章は,「まちづくり」をテーマにして,仮設住宅建設プランニングに
関する課題などの単元を次期学習指導要領で高等学校に新設されたの「地理総合」に位置
づけて論じている。第３章は,「広島県ユネスコ ESD 大賞」の受賞校の取り組みを中心に広
島県内の ESD 実践の展開と特質を明らかにしたうえで,実態について述べられている。第４
章では,身近な地域(本章では北海道釧路市,千葉県浦安市)の調査とその結果(児童,生徒が
作成した地図)に注目して,地理教育においての ESD の可能性を提案している。第５章では,
世界記憶遺産に着目して,ESD として「世界記憶遺産」をどのように歴史学習に用いるのか,
教材化の検討を行っている。第６章は,宇都宮大学教育学部付属中学校の「構想力」の実践
研究を手がかりに未来を構想するために社会科における歴史学習がどのように関わってく
るかを検討している。第７章は,ドイツの ESD に着目して,ドイツの中等歴史教育に描かれ
ている近代社会像と探究のあり方を辿りながら ESD を通じて展望すべき社会像の獲得に対
して歴史学習ではいかなる貢献が可能か,その可能性を検討している。第８章は,ESD の背
景である「公正」に着目した法教育での授業の特色を考察している。第９章は,国際政治枠
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の分析枠組みの１つである「グローバル・ガヴァナンス論」をヒントに ESD と公民教育の
あり方について検討している。第 10 章は,社会科という１つの教科から,教育内容やその配
列の分析を通して,社会科の ESD の取り組み方について検討している。第 11 章は,公民教育
と ESDの連携を視野に入れながら,実践を ESDの考え方から分析し,21世紀の担い手を育む
公民教育の新たなる方向性を提案している。第 12 章は,千葉大学教育学部附属小学校の「減
災のために必要なことは? 地域での自助,共助,公助を考える」を対象に,児童の社会問題
に関する議論の分析を通じて ESD が掲げる態度目標を達成するための授業づくりの視点を
分析している。 
これらの 12 章をもとに ESD について考えると，日本の ESD は，一般の授業と同じように
内容について勉強して，その後調査や考察を行い，最後に発表を行うことが多い傾向にあ
る。発表は用紙にまとめる，模擬を行うなど様々である。第１章から第 12 章を授業実践の
有無で分類すると、授業実践があるのは，３,４,６,12 である。これらの傾向として,環境,
エネルギー,防災などの的分野では，授業が実践されており,世界文化遺産や法教育では、
実践されておらず，授業計画にとどまっている。日本の ESD 教育は歴史,公民的分野で実践
するのが難しく,歴史,公民的分野で実践していくことが課題になると思われる。 
３つ目は,海外の地理教育における ESD についてである。第 13 章から第 17 章を「海外に
おける ESD」として,ポルトガル,英国,フィンランド,米国,シンガポールの現状での取り組
みについて述べられている。ポルトガルは，日本の中学校３年生にあたる第９学年で，環
境など ESD の中核的な単元が置かれている。しかし，教科書の記述では知識の習得に重点
を置いているなど課題もある。英国は，地理が独立教科であり，他の国と比較して強い立
場，伝統を持っている。しかし，その教授は変化しており，ESD をナショナル,カリキュラ
ムに含めることは論争の核であったことが指摘されている。フィンランドでは，地理は独
立教科もしくは総合教科として位置づけられている。人文地理と自然地理との内容の扱い
の差や地理学習が断片的な事実,知識の習得に留まることなどの課題も存在する。米国では，
持続可能な開発のための地理教育へのアクセスが州により異なっており，多くの生徒が非
公式の教育プログラムと環境についての地理的知識を獲得するサービスラーニングプロジ
ェクトに頼る必要がある。シンガポールは，グリーンプランが策定され，環境に配慮した
持続的な経済成長が目標とされたほか，関係諸機関による ESD 推進プロジェクトなど ESD
は環境教育の流れを汲んでいる。また，最新のシラバス改訂では，人文地理と自然地理を
横断,統合して人間社会と自然環境の相互関係をテーマ化する方向性が示された。上記の５
カ国から共通する点が２つある。１つ目は,ESD は地理教育と強い結びつきを持っているこ
とである。２つ目は環境との結びつきが強いことである。いずれの地理教育にも環境につ
いての内容がある。これらのことから海外では地理教育と環境が重要であることがわかる。 
 ４つ目は,今後の ESD の展望である。地球温暖化などの地球に点在している課題を解決す
るための人材を育成する教育の意義は大きく,ESD は地球の将来を考えるのに必要な教育
として重視されると思われる。その中で本書は ESD の発展においての役割を担うことが筆
者の願望である。 
 本書を通読して評者は，今後の ESD の発展に貢献できるためには改善する点として２つ
のことに気づいた。１つは，歴史に関する ESD を深く追及する点である。地理と公民は方
法や実践した内容がきちんと記されているが，歴史は ESD としての立ち位置や役割が述べ
られているだけである。歴史についても方法や実践を記す必要がある。もう１つは，海外
の ESD が地理に重点をおいていることである。海外は第７章のドイツの歴史教育以外は,
全て地理教育であり,公民,教科教育について論じられていなかった。本書は歴史的分野,
公民的分野を含めた社会科で，ESD に関するプロジェクトの報告をまとめたものであるの
で,海外の歴史的分野,公民的分野の ESD についても知りたいところである。 
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 本書は,上記の改善する点もあるが, 社会科教科の授業を行っている教師や ESD の研究
を行っている人には是非読んでもらいたい一冊である。それは「持続可能な社会づくり」
を学習指導要領で明記されているが,次の改訂から加えられる内容であり,実際には ESD に
ついて理解をしていない人や ESD の授業をどのようにすればいいかわかってない人が多い
と思われるからである。本書はどのように授業,単元,学習に用いるのかを単元計画や教材
開発,カリキュラムマップなどが示されており,彼らが参考にできる一冊である。 
(石井瑛之) 
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